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87
億
円
は
ど
う
使
わ
れ
た
？

令和５年度

決 算

《会計別の決算》
　 収　　入 支　　出 差引残

一 般 会 計 92億351万1,742円 87億5,281万3,233円 4億5,069万8,509円

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 17億8,509万7,707円 17億3,373万2,131円 5,136万5,576円
介 護 保 険 23億35万8,168円 22億3,150万2,634円 6,885万5,534円
後期高齢者医療 2億610万3,726円 2億530万2,396円 80万1,330円
下 水 道 7億1,719万4,127円 6億9,981万845円 1,738万3,282円
坂下東第一地区
土地区画整理事業 1億9,189万6,885円 1億9,189万6,885円 0円

農業集落排水事業 6,443万9,219円 6,248万1,755円 195万7,464円

水道事業 収益的収支 4億4,839万4,248円 4億2,066万5,571円 2,772万8,677円
資本的収支 8,314万529円 1億9,445万6,096円 ※▲1億1,131万5,567円

※不足額は消費税や留保資金等で補てんしているため、会計全体としては黒字とみなします。

第３回定例会は、９月５日から９月19日までの15日間の会期で開催しまし
た。令和５年度の決算審査では、特別会計を含む８つの決算を認定しました。

このうち一般会計は、新型コロナウィルス感染症関連の臨時交付金などの予
算措置が削減された一方、物価高騰対応臨時交付金などの特別交付金の増加や
ふるさと納税の増加などから、歳入、歳出とも前年度より増加しました。

一 

般 

会 

計

議会費 8,123万円

総務費
20億7,615万円

教育費
8億3,855万円

民生費
20億1,624万円

衛生費 5億3,946万円
労働費 783万円

農林水産費
4億4,042万円

商工費
1億8,757万円

土木費
10億8,667万円

消防費
3億7,140万円

災害復旧費
2,668万円

公債費
10億8,061万円

歳  出
87億5,281万円

歳  入
92億
351万円

寄附金
5億3,431万円

繰越金
5億
547万円

その他
6億8,360万円

町税 
17億2,788万円

地方交付税 32億7,457億円

国庫支出金
9億5,308万円

県支出金
7億2,661万円

町債
2億5,106億円

その他 5億4,693万円

自
　主
　　財
　　　源
　　 37
　　  ％

依
存   
財     
源    
63   
％  

皆さんが納めている
町税ってどんな種類があるの？

税金の使いみち

１年間で87億円ものお金
が使われているんだね。
どのようなことに使われて
いるのかな？次のページで
主な使いみちを見てみよう。

収入済額 徴収率

町 民 税 6億7,810万円 97.5％

固定資産税 8億1,809万円 97.0％

軽自動車税 6,413万円 97.8％

た ば こ 税 1億6,755万円 100.0％
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①財政力指数 0.37（昨年 0.37）
予算のうち、どのくらいを自前の税収で
賄えているかを表します。この指数が高い
ほど財政力が高いことを示しています。

②経常収支比率 83.9（昨年 85.1）
人件費など毎年かかる固定費の割合で
す。この数値が低いほど政策的に使えるお
金が多いことになります。

③実質公債費率 9.8（昨年 10.3）
借金返済のための費用の割合です。数値
が高いほどほかの事業にあてる財源を圧迫
することになります。

④将来負担比率 24.5（昨年 36.6）
将来支払っていく可能性のある負担額な
どの現時点での残高の割合です。
この数値が高いほど今後の財政を圧迫す
る可能性が高いことになります。

令和５年度は、大きな伸びを見せた前年度か
らおよそ１億4,500万円増の、５億1,568万円
と過去最高となりました。

寄附金は、
・子育て支援　・健康福祉向上
・只見線利活用促進　・産業振興
・新庁舎建設　
などに活用されます。

詳しい使い道は、町HPを
ご覧ください。

・ばんげひがし公園への
　インクルーシブ遊具設置　
� 275万円

・広瀬・川西コミセン屋上防水
　改修工事
� 4,683万7,000円

・物価高騰対応重点支援
　地方創生臨時交付金
　・住民税非課税世帯等臨時特別交付金事業

�  4,878万円

・村田区消防団屯所・車庫建設工事
� 2,134万3,000円

・ばんげ応援商品券
� 7,448万2,000円

令和５年度の主な事業

ふるさと納税額ふるさと納税額５５億円突破！億円突破！

財政を見る財政を見る
４つのポイント４つのポイント

0

1

2

3

4

5

6

R5R4R3R2R1

（億円）

3億7,000万円

5億1,568万円

4,843万円3,257万円

2億6,264万円
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酒井育子委員長
横山智代副委員長

一  般  会  計

国民健康保険特別会計

　農畜産物処理加工施設の活用は

　鳥獣害駆除実施隊の活動実績

　資源ごみ回収売却益減少の要因は

　健康管理センターの備品購入について

農畜産物処理加工施設
の使用料だが、予算から見
るとかなり少ない収入であ
る。

使ってもらうための努力
がなされたのか。

今後の活用方法は。

鳥獣被害対策実施隊の
活動実績は。

前年に比べ、収益が
94万8千円減少している。

主な理由は。

健康管理センターの備
品購入について、毎年購入
するとか、利用団体等から
の希望などはなかったのか。

令和４年度までは長期間の使
用を前提としたため、光熱費に

関し、使用した分の使用料に加え基
本料金を負担していただいていまし
たが、5年度からは短期間でも利用
できるよう、使用料のみの負担とし
たため収入が減少しました。より多
くの方に使っていただける施設を目
指していきます。

令和５年度の実績は、隊員数
20人で出動回数は年間延べ415

回となっています。
捕獲実績は、ツキノワグマ21頭、

イノシシ32頭、ハクビシン４頭、
カラス11羽となっています。

一番の要因は、全体的に回収量
が減少したことによるもので、前

年比約68ｔ減となっています。
また、アルミ缶やスチール缶の単
価が下がっていることも要因となっ
ています。

令和４年度には健康器具を購
入しています。今年度も購入見

込みで、健康維持のために利用して
いただいています。今後は、利用さ
れる方の要望を聴きながら対応して
参ります。

佐藤　宗太
議員

五十嵐 一夫
議員

山口 　享
議員

横山 　智代
議員

産業
課長

産業
課長

生活
課長

生活
課長

問

問

問

問

答

答

答

答
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決算特別委員会
決算特別委員会を開き、令和５年度の事業を審査しました。

一  般  会  計 　環境保全型農業直接支払交付金

　移住定住の実態は

討論
令和５年度一般会計歳入歳出決算の実質収支は、４億
2,646万円と、４億を超える決算となった。ふるさと納
税や町税収入は昨年に引き続き高い徴収率を維持してい

る。歳出では「ばんげ応援商品券配布事業」などや、果樹農家に対し
凍霜害応援給付費など的確に施行された。
財政状況は物価高騰への対応や県有地購入、新庁舎建設など大きな
事業が控えており、将来を見据えた財政運営が必要となる。
今後も適切な予算執行に努められることを願う。
� 青木 美貴子 議員

交付金が278万円増と
なっているが、増えた件数
と面積はどのくらいか。

町に移住、定住してい
る状況はどのくらいか。

増加した要因は取組み面積が増
加したためです。取り組んだのは

２団体29名、水田280.27haであり
ます。県内でもかなり大きい面積に
取り組んでいると考えています。

まず、協力隊４名は移住してき
ています。他には、住宅を取得す

る際の支援の実績として、町外から
町内への住宅取得は11件、町内か
ら町内への住宅取得は15件となっ
ています。青木 美貴子 

議員

水野　 孝一
議員

産業
課長

政策
財務
課長

〜一般会計決算〜

監
査
委
員
よ
り

意
見
書
提
出

　
７
月
８
日
～
１９
日
、
令
和
５
年
度
各
会
計

に
つ
い
て
、
監
査
委
員
に
よ
る
決
算
審
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
８
月
27
日
に
は
町
長
に
意

見
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

～
決
算
審
査
意
見
書
よ
り（一

部
要
約
）～

　
厳
し
い
人
口
減
少
・
高
齢
化
が
進
む
中
、

財
政
健
全
化
に
向
け
て
、
歳
入
に
お
い
て
は

ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
の
歳
入
源
確
保
の
工

夫
、
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
歳
出
に
お
い
て

は
、
事
業
の
合
理
性
や
適
正
料
金
な
ど
を
追

求
し
、
ま
た
広
域
連
携
や
両
沼
町
村
会
単
位

で
の
合
同
発
注
な
ど
に
よ
り
、
経
費
削
減
に

繋
が
る
連
携
強
化
を
模
索
さ
れ
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

問

問

答

答
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氏　名 任　期 結　果　

教 育 委 員 会 委 員 慶
けい

徳
とく

　富
ふ

美
み

子
こ

 さん 令和６年 10 月１日～
令和９年９月 30 日 賛成全員で同意

人 権 擁 護 委 員
遠
えん

藤
どう

　　浩
ひろ

子
こ

 さん 令和７年１月１日～
令和 10 年 12 月 31 日

議会の意見書を付け、
法務省に推薦横

よこ
田
た

　　　順
じゅん

 さん

会　　計 補 正 額 補正後の額 主な補正内容

一 般 会 計（第４号） 3 億 453 万 6 千円増 84 億 5,878 万 1 千円 行政区要望によるもの
等

特  

別  

会  

計

国 民 健 康 保 険（第２号） 1,640 万 9 千円増 19 億 1,236 万 4 千円
保険料の本算定による
もの等介 護 保 険（第２号） 3,129 万 6 千円増 24 億 2,902 万 5 千円

後 期 高 齢 者 医 療（第２号） 35 万 5 千円増 2 億 2,373 万 8 千円

水 道 事 業 会 計（第 2 号）
収 益 的 支 出 13 万 3 千円増 4 億 7,179 万 8 千円 職員手当の変更による

もの等

下 水 道 事 業（第 2 号）
資 本 的 収 入 540 万円増 4 億 3,295 万 7 千円

企業会計への移行に伴
う打切り決算によるも
の等

人人 事事 案案 件件

補補 正正 予予 算算

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
髙
久　
敏
明

五
十
嵐
孝
子

目
黒　
克
博

物
江　
政
博

横
山　
智
代

小
畑　
博
司

佐
藤　
宗
太

五
十
嵐
正
康

青
木
美
貴
子

五
十
嵐
一
夫

水
野　
孝
一

酒
井　
育
子

山
口　
　
享

赤
城　
大
地

議案第 46 号　
福島県後期高齢者医療広域連合規約の変
更について

○ × ○ ○ × × ○ ○ ×
欠
席

○ ○ ○
議
長

上記以外の議案は賛成全員で可決しました。　　○：賛成　×：反対　　　議長は採決に加わりません

私はこう判断！私はこう判断！
賛否の分かれた議案

決算認定8件の他、人事案件３件、条例３件、その他２件、補正予算
６件が提出されました。そのうち１件は撤回されたため、残りの21件
が同意・認定・可決されました。

道路反射鏡の新設や各施設の修繕、空き家解体補助金の申請数の増に伴
う補助金などが計上されました。

第３回定例会

被保険者証とマイナンバーカードの一体利用
を図るため、12月２日以降被保険者証が廃止
になることから、規約を変更するもの。
※なお、現在の保険証は有効期限まで使用する
ことができます。

討論
被保険者証廃止前提の規約

の変更であり、被保険者証廃
止に反対の立場からこの規約
の変更にも反対する。
� 横山　智代 議員

〜議案第46号
　福島県後期高齢者医療広域連合規約の変更について〜
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防災無線に関する
別の方法等、自分
が考えていた内容
と同じ質問があり、
きちんと町のこと
を考えているなと
感じました。

数回目の傍聴とな
り、議会と役場のや
りとりを聞けて良
かった。もっと多く
の議員の方の声を
聴きたいと思った。

自分の住んでいる町の
議会の様子を知ること
ができて、とても良い経
験になったと思います。

とても貴重な体験ができてよかったです。

議会傍聴 第3回定例会も、たくさんの方が傍聴されました。
傍聴された方より感想をいただきましたので、ご紹介します。

ふるさと納税返礼
品のそば打ち体験
は、実際に町に足
を運んでもらえる
機会になるので良
いアイデアだと思
いました。

議員の皆さんが町を良くしていこう、住みやすくしていこうと町民のことを考え、日々努力されていることを知りました。

初めての傍聴とな
り、午前中のみの
傍 聴 だったので
もっと多くの議員
の方の質問を聞き
たいと感じるいい
機会だった。

議 員さん達は 1 回の議

会で 25 個の内容の話し

合っています。すべて話

が長いのでとても大変だ

と思いました。　

中学生の私には難しい内容でしたが、議会とはどのようなことをやっているかよくわかりました。

会津農林高校の
みなさん

坂下中学校の
みなさん

ばんげ大学の
みなさん

次回の定例会は 12 月です。
議会の雰囲気を肌で感じ、
一緒に考えてみませんか？

議会を傍聴してみませんか？ 【令和 6 年第４回定例会日程（予定）】

12月

５日(木) 招 集 日

９日(月) 一 般 質 問

10日(火) 一 般 質 問

13日(金) 最 終 日
※日程は変更になる場合があります。※日程は変更になる場合があります。
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一般質問は議員が町政全般について、現状や方針を問うものです。　
一人あたりの持ち時間は答弁を含めて50分間です。今定例会では10人が登

壇しました。
掲載している内容は質問者自身が要約し、広報広聴特別委員が校正したも

のです。

一般質問の映像を配信しております。また、会議録もホームページでご覧
いただけます。

これでいいのか！

町 政

一般質問の映像
(YouTube) 会議録

般一
質 問

安
心
し
て
生
活
す
る
た
め
、
過
去

（
昭
和
31
年
）の
水
害
と
同
様
の
災

害
に
対
す
る
備
え
を
ど
の
よ
う
に
周
知
す

る
の
か
。
防
災
マ
ッ
プ
を
ど
う
役
立
て
る

の
か
。

本
町
の
防
災
マ
ッ
プ
の
土
砂
災
害

区
域
は
千
年
に
一
度
の
雨
量
想
定

で
、
阿
賀
川
流
域
の
総
雨
量
48
時
間
で
５

３
３
㎜
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
宮
川
と
そ

の
支
流
に
ダ
ム
も
整
備
さ
れ
防
災
に
関
わ

る
情
報
を
発
信
し
、
懇
談
会
等
に
よ
り
町

民
に
周
知
し
ま
す
。

新
庁
舎
計
画
に
車
庫
・
防
災
拠
点

倉
庫
の
規
模
を
ど
の
よ
う
に
想
定

し
た
の
か
。

防
災
倉
庫
は
現
在
３
ヶ
所
に
分
散

し
て
お
り
、
危
機
管
理
上
の
観
点

か
ら
今
後
も
分
散
配
置
を
継
続
し
ま
す
。

新
庁
舎
と
同
一
敷
地
内
の
倉
庫
は
３
日
分

の
備
蓄
品
や
、
災
害
対
応
活
動
に
必
要
な

備
蓄
品
分
の
規
模
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　
車
庫
に
つ
い
て
は
建
設
候
補
地
の
比
較

検
討
や
、
基
本
計
画
を
策
定
す
る
中
で
、

防
災
倉
庫
と
合
わ
せ
て
、
適
正
な
規
模
に

つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

大
胆
な
都
市
計
画
道
路
の
発
想
を

有
効
な
取
り
組
み
と
認
識
し
て
い

ま
す

役
場
前
の
道
路
、
安
兵
衛
通
り
か

ら
橋
本
の
老
舗
醸
造
店
手
前
ま
で

の
区
間
に
つ
い
て
、
将
来
歩
道
を
現
在
よ

り
両
側
３
．０
ｍ
広
げ
ら
れ
る
よ
う
に
、規

制
を
し
て
お
こ
う
。

規
制
の
導
入
に
は
地
権
者
の
理
解

と
協
力
が
不
可
欠
で
す
。国
が
推
進

す
る
無
電
柱
化
の
実
現
に
向
け
て
、
賑
わ
い

と
活
気
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

諏
訪
公
園
西
側
通
り
の
都
市
計
画

道
路
を
直
線
延
長
し
て
、
旧
厚
生

病
院
跡
地
の
鉄
砲
町
南
幹
線
交
差
点
に
接

続
、
ア
ク
セ
ス
向
上
を
図
る
よ
う
都
市
計

画
に
盛
り
込
め
。

変
則
交
差

点
に
な
り

交
通
に
支
障
を
き

た
す
恐
れ
が
あ
り
、

盛
り
込
む
考
え
は

あ
り
ま
せ
ん
。

学
校
で
の
防
災
教
育
を

防
災
マ
ッ
プ
を
教
材
と
し
て
活
用
し
ま
す

五
い が ら し

十嵐  一
かず

夫
お

 議員

諏訪公園西側道路

災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
！

＜お詫びと訂正＞あいづばんげ議会だより 214 号　7 ページ下段　五十嵐一夫議員の問において、「朝立地区中山間地域等直接支払交付
金事業の、会計担当者による不明瞭会計処理。」とありますが、会計担当者ではありませんでした。お詫びして訂正いたします。

問問

問問

答答

答答
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平
成
４
年
よ
り
事
業
着
手
し
て
い

る
坂
下
東
第
一
地
区
土
地
区
画
整

理
事
業
に
つ
い
て
は
32
年
た
っ
た
現
在
で

も
事
業
完
了
の
目
途
が
た
っ
て
い
な
い
。

事
業
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
見
通
し
、
事

業
の
進
め
方
に
つ
い
て
伺
う
。

現
在
、
事
業
期
間
の
満
了
が
令
和

８
年
度
に
迫
っ
て
お
り
、
県
を
通

じ
て
国
と
事
業
期
間
の
10
年
延
長
を
含
め

た
事
業
計
画
変
更
の
協
議
を
進
め
て
お
り

ま
す
。
事
業
期
間
延
長
後
の
令
和
18
年
度

ま
で
に
は
都
市
計
画
道
路
坂
下
羽
林
線
及

び
坂
下
喜
多
方
線
を
含
む
面
的
整
備
を
完

了
し
、
５
年
間
の
清
算
期
間
を
設
け
て
、

令
和
23
年
度
を
目
標
に
、
集
中
的
に
町
単

独
費
な
ど
を
投
入
し
て
、
計
画
期
間
内
の

事
業
完
了

に
向
け
て

努
力
し
て

ま
い
り
ま

す
。

新
庁
舎
建
設
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は

令
和
７
年
３
月
定
例
会
に
新
庁
舎

建
設
の
位
置
を
定
め
る
議
案
を
上

程
す
る
予
定
で
す

新
庁
舎
建
設
の
位
置
を
決
定
し
て

い
く
た
め
の
今
後
の
意
思
決
定
の

プ
ロ
セ
ス
や
進
め
方
に
つ
い
て
伺
う
。

新
庁
舎
の
建
設
位
置
に
つ
き
ま
し

て
は
、
候
補
地
ご
と
の
詳
細
な
比

較
検
討
資
料
を
作
成
し
、町
民
懇
談
会
や
、

新
庁
舎
建
設
検
討
委
員
会
で
の
議
論
を
十

分
に
行
い
、
町
民
・
町
・
議
会
と
三
者
で

検
討
状
況
を
共
有
し
な
が
ら
議
論
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
建
設
場
所
も
含
め
た
新
庁
舎
の
基
本
的

な
構
想
に
つ
い
て
、
新
庁
舎
検
討
委
員
会

に
諮
問
し
、
そ
の
答
申
を
い
た
だ
い
た
う

え
で
、
令
和
７
年
３
月
の
定
例
会
に
建
設

場
所
の
議
案
を
上
程
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

問

問

答

答

早
期
完
了
に
向
け
た
取
り
組
み
を

強
化
し
て
ま
い
り
ま
す

髙
たか

久
く

　敏
とし

明
あき

 議員都市計画道路坂下喜多方線（原街道）

土
地
区
画
整
理
事
業
の
進
捗
状
況
は

開
始
か
ら
32
年

国
が
地
方
自
治
体
に
対
し
『
子
ど

も
医
療
費
の
「
窓
口
負
担
復
活
」

を
促
す
新
た
な
通
知
』
を
出
し
た
が
、
町

の
対
応
を
伺
う
。

「
国
民
健
康
保
険
」
の
保
険
者
努

力
支
援
制
度
（
取
組
評
価
分
）
が

平
成
30
年
度
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
通
知
で
は
、
新
た
に
子
ど
も
医

療
費
の
適
正
化
等
の
取
組
が
新
設
さ
れ
、

「
令
和
６
年
度
に
窓
口
負
担
が
必
要
な
制

度
に
変
更
し
た
場
合
」
に
大
き
く
加
点
す

る
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
内
容
は
町
の
交
付
金
額
に
あ
る

程
度
影
響
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、

本
町
で
は
子
育
て
支
援
と
し
て
子
ど
も
の

医
療
費
の
窓
口
負
担
無
償
化
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
の
で
、
子
ど
も
達
の
健
や
か

な
成
長
に
寄
与
で
き
る
よ
う
「
窓
口
負
担

の
無
償
化
」
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ご
み
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推

進
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
を

町
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

お
知
ら
せ
し
な
が
ら
普
及
拡
大
を

図
り
ま
すご

み
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推

進
が
進
め
ら
れ
て
い
る
中
、
当
町

の
ゴ
ミ
排
出
量
が
増
え
て
い
る
よ
う
だ
。

取
組
状
況
と
、
増
え
た
要
因
と
見
解
を
伺

う
。

家
庭
系
ご
み
の
排
出
量
は
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
空
き

家
と
な
っ
た
物
件
を
相
続
さ
れ
た
方
の
片

づ
け
や
、
直
接
環
境
セ
ン
タ
ー
へ
の
持
ち

込
み
が
増
え
た
こ
と
が
要
因
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

現
在
の
減
量
化
へ
の
取
組
と
し
ま
し
て

は
、
古
着
や
小
型
家
電
な
ど
の
無
料
回
収

を
今
年
度
は
計
５
回
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
コ
ン
ポ
ス
ト
や
生
ご
み
処
理
機

な
ど
へ
の
補
助
や
、
削
減
型
の
生
ご
み
処

理
機
「
キ
エ
ー
ロ
」
の
モ
ニ
タ
ー
事
業
を

行
っ
て
お
り
、
誰
で
も
取
り
組
み
や
す
い

生
ご
み
の
減
量
化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

問

問

答

答

窓
口
負
担
の
無
償
化
を
継
続
し
て

ま
い
り
ま
す

横
よこ

山
やま

　智
ち

代
よ

 議員

子
ど
も
医
療
費
の「
窓
口
負
担
復
活
」は

町
の
対
応
は
!?
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ど
の
よ
う
な
介
護
予
防
事
業
が
展

開
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
成
果
が
あ

げ
ら
れ
て
い
る
の
か
。

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

各
地
区
で
の
新
た
な
サ
ロ
ン
の
立

ち
上
げ
や
運
営
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。今

年
度
は
、
認
知
症
予
防
に
効
果
が
あ

る
と
さ
れ
る
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
サ
ロ
ン
、
送
迎

付
き
の
サ
ロ
ン
、
健
康
運
動
と
合
わ
せ
て

買
い
物
も
で
き
る
「
買
い
物
リ
ハ
ビ
リ
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

第
９
期
高
齢
者
福
祉
・
介
護
保
険
事
業

計
画
策
定
の
際
に
行
っ
た
ニ
ー
ズ
調
査
で

は
、
地
域
づ
く
り
へ
の
参
加
意
向
の
あ
る

高
齢
者
の
割
合
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

将
来
に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
な
町

職
員
を
育
成
し
て
い
き
た
い
の
か

「
会
津
坂
下
町
人
材
育
成
基
本
方

針
」を
も
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

道
の
駅
研
修
で
は
、
ど
の
よ
う
な

業
務
を
し
て
お
り
、
研
修
を
終
え

た
職
員
の
反
応
や
感
想
は
ど
の
よ
う
な
も

の
な
の
か
。

人
材
育
成
の
目
的
は
、
職
員
が
町

民
の
方
々
と
接
す
る
に
あ
た
り
、

相
手
が
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を

し
っ
か
り
と
汲
み
取
り
、
分
か
り
や
す
く

相
手
に
寄
り
添
っ
た
対
応
を
す
る
こ
と
に

よ
り
、
町
民
の
満
足
度
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
で
す
。

職
場
外
研
修
を
終
え
た
職
員
か
ら
は
、

「
庁
舎
の
外
で
町
民
の
皆
さ
ま
と
接
す
る

こ
と
で
職
員
の
立
場
と
は
違
っ
た
視
点
で

の
新
た
な
気
づ
き
が
あ
っ
た
」
と
の
声
も

上
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
も
質
問

問
当
町
の
地
域
性
も
ふ
ま
え
た
公
共
交
通

政
策
の
現
状
を
問
う

問
路
線
バ
ス
維
持
の
た
め
の
補
助
は

※
ふ
く
し
ま
D
C
の
チ
ャ
ン
ス
を
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

「
仏
都
会
津
」・「
極
上
の
食
」
と

い
う
会
津
の
イ
メ
ー
ジ
を
活
か
し

な
が
ら
、
本
町
の
観
光
資
源
を
繋
ぐ
魅
力

的
な
コ
ー
ス
を
国
内
外
に
発
信
し
て
い
き

ま
す
。「

世
界
一
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
秘
境

鉄
道
」と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
只

見
線
の
利
便
性
を
高
め
る
取
り
組
み
は
。

奥
会
津
の
玄
関
口
と
位
置
付
け
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
む
観
光
鉄
道

と
し
て
の
J
R
只
見
線
の
利
活
用
を
推
進

す
る
た
め
、
宿
泊
施
設
の
誘
致
を
積
極
的

に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

お
よ
そ
20
カ
国
の
当
町
在
住
外
国

人
に
協
力
を
得
て
、
多
言
語
で
魅
力

発
信
し
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
す
る
考
え
は
。

観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
磨
き
上
げ
や

S
N
S
で
の
情
報
発
信
に
も
ご
協

力
い
た
だ
く
た
め
、本
町
の
魅
力
を
感
じ
て

い
た
だ
く
機
会
を
創
設
し
て
ま
い
り
ま
す
。

※ 

ふ
く
し
ま
D
C

J
R
と
自
治
体
が
連
携
し
、
特
定
の
観
光
地

を
P
R
す
る
国
内
最
大
級
の
大
型
観
光
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」

当
町
に
お
け
る
大
規
模
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
の
考
え
方
は

地
域
の
合
意
形
成
や
適
切
な
環
境

配
慮
の
確
保
な
ど
適
切
な
事
業
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

当
町
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
現
状
は
。

本
町
に
お
け
る
現
状
は
、
3
か
所

の
大
規
模
太
陽
光
発
電
施
設
（
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
）
や
休
耕
地
な
ど
を
利
用
し

た
小
規
模
太
陽
光
発
電
施
設
、
片
門
ダ
ム

の
水
力
発
電
所
で
の
発
電
が
行
わ
れ
て
お

り
、
更
に
坂
本
地
区
の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

所
建
設
も
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
も
質
問

問
健
康
保
険
証
の
廃
止
に
つ
い
て

問問問

問

問

問

答答答

答

答

答

県
内
の
市
町
村
が
一
丸
と
な
り
、
国
内
外

に
P
R
す
る
絶
好
の
機
会
で
あ
り
ま
す

地
域
で
の
サ
ロ
ン
活
動
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す

介護予防にｅ - スポーツ！

ふ
く
し
ま
D
C
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か

介
護
予
防
事
業
の
実
際
は

11
年
ぶ
り
の
開
催
!!

健
康
寿
命
を
延
ば
そ
う

五
い が ら し

十嵐孝
たか

子
こ

 議員

佐
さ

藤
とう

　宗
そう

太
た

 議員   

全国的に珍しい「ワラ 1
形有蓋貨車」を再利用し

た会津坂本駅の駅舎
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ふ
る
さ
と
納
税
額
を
維
持
す
る
た

め
の
計
画
は
あ
る
か
。

前
年
度
の
寄
付
金
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
町
と
し
て
初
め
て
５
億
円

を
突
破
し
、
県
内
第
６
位
の
寄
付
金
額
と

な
り
、
全
国
か
ら
多
く
の
温
か
い
ご
支
援

を
頂
戴
し
た
こ
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
新

た
な
返
礼
品
と
し
て
編
み
組
工
芸
品
や
、

体
験
型
返
礼
品
と
し
て
田
植
え
・
稲
刈
り

体
験
、そ
ば
打
ち
体
験
に
つ
い
て
追
加
し
、

受
け
付
け
開
始
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て

居
り
ま
す
。

ま
た
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
か
ら
発
信
さ

れ
る
メ
ー
ル
の
活
用
や
、
道
の
駅
あ
い
づ

湯
川
・
会
津
坂
下
に
お
け
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
配
布
な
ど
で
、
本
町
の
ふ
る
さ
と
納

税
に
興
味
を
も
っ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

現
庁
舎
を
し
っ
か
り
見
て
、
検
証

せ
よ

備
え
は
万
全
で
す

現
庁
舎
が
被
災
し
た
場
合
の
対
応

は
で
き
て
い
る
か
。

本
庁
舎
が
使
用
で
き
な
く
な
っ
た

場
合
に
お
い
て
、
災
害
対
策
本
部

は
耐
震
基
準
を
満
た
し
自
家
用
発
電
設
備

等
も
備
え
る
中
央
公
民
館
を
危
機
管
理
拠

点
と
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
危
機
管

理
業
務
以
外
の
通
常
業
務
は
、
耐
震
基
準

を
満
た
し
て
い
る
中
央
公
民
館
、
南
分
庁

舎
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
執
務

室
を
確
保
し
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
職
員
の

業
務
配
置
に
お
い
て
は
発
災
後
い
ち
早
く

職
員
の
安
否
と
参
集
可
能
な
人
員
を
把
握

す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
た
め
、
Ｅ
メ
ー

ル
を
活
用
し
た
職
員
参
集
訓
練
を
定
期
的

に
行
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
も
質
問

問
当
町
に
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
導
入
は
考

え
ら
れ
る
か

当
町
だ
け
で
は
な
い
が
、
中
堅
職

員
の
中
途
退
職
や
早
期
退
職
者
が

出
て
い
る
。
心
の
病
で
の
休
暇
も
見
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
職
場
に
原
因
が
あ
り
、
改

善
で
き
る
な
ら
町
民
全
体
の
利
益
に
つ
な

が
る
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
や
人
事
評
価

制
度
の
運
用
な
ど
、
ど
の
よ
う
に
進
め
ら

れ
て
い
る
の
か
。

中
堅
職
員
の
中
途
退
職
は
貴
重
な

人
材
の
喪
失
で
あ
り
ま
す
。
さ
ま

ざ
ま
な
研
修
の
充
実
に
よ
っ
て
資
質
を
向

上
さ
せ
、
組
織
力
の
強
化
に
つ
な
げ
る
と

と
も
に
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
維
持
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

対
策
基
本
方
針
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
向
上
す
る
よ

う
、
人
事
評
価
制
度
を
運
用
す
る
な
ど
、

安
全
で
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に
努
め

ま
す
。

有
機
農
業
を
推
進
せ
よ

重
要
な
取
り
組
み
で
あ
り
、
面
積
と

取
組
人
数
の
拡
大
を
目
指
し
ま
す

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
新
た
な

担
い
手
の
不
足
が
深
刻
で
あ
る
。

加
え
て
気
候
危
機
や
生
産
資
材
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
の
高
騰
で
、
持
続
可
能
な
食
糧

生
産
も
根
本
か
ら
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
段
階
に
来
て
い
る
。
生
物
多
様
性
や
地

球
環
境
に
配
慮
し
た
、
有
機
農
業
を
今
こ

そ
拡
大
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

有
機
農
業
は
自
然
環
境
や
生
物
多

様
性
に
配
慮
し
た
究
極
の
取
り
組

み
で
あ
り
、
当
町
が
目
指
す
持
続
性
の
高

い
農
業
を
確
立
し
て
い
く
上
で
大
変
重
要

な
取
り
組
み
で
す
。
関
係
機
関
と
連
携
し

た
栽
培
講
習
会
や
農
業
者
と
の
意
見
交
換

な
ど
を
通
し
、
有
機
農
業
に
挑
戦
し
た
い

と
考
え
て
い
る
方
々
の
不
安
や
課
題
を
一

つ
ひ
と
つ
解
決
し
な
が
ら
、
取
組
者
数
・

取
り
組
み
面
積
の
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

問

問

問

問

答

答

答

答

町
外
の
皆
様
の
温
か
な
思
い
を

感
じ
て
い
ま
す

貴
重
な
人
材
の
喪
失
で
あ
り
、
安
全
で

働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に
努
め
ま
す

物
もの

江
え

　政
まさ

博
ひろ

 議員

ふ
る
さ
と
納
税
は
遠
く
の
神
様
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か

想
い
を
大
切
に
…

職
員
の
中
途
退
職
等
は
将
来
を
危
う
く
し
な
い
か

み
ん
な
で
考
え
よ
う

小
お

畑
ばた

　博
ひろ

司
し

 議員

収穫され返礼品として
箱詰めを待つ “ 桃 ”



一
般
質
問

12

町
に
は
埃
を
か
ぶ
っ
た
宝
物
が
沢

山
あ
る
と
思
う
。
町
全
体
で
発
見

し
磨
い
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

越
後
街
道
で
あ
っ
た
役
場
裏
の
北

裏
通
り
に
は
５
つ
の
寺
院
が
立
ち

並
び
、
仏
都
会
津
を
代
表
す
る
地
域
の
ひ

と
つ
で
あ
り
ま
す
。
北
裏
通
り
の
現
状

は
、
旧
越
後
街
道
を
思
い
起
さ
せ
る
風
情

が
あ
る
一
方
で
、
道
幅
が
狭
く
自
動
車
の

す
れ
違
い
が
困
難
で
あ
り
、
徒
歩
で
散
策

す
る
場
合
に
も
不
便
を
起
こ
す
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
訪
れ
る
方
々
が
安
全
に
、
快
適

に
散
策
出
来
る
よ
う
側
溝
の
蓋
掛
け
な

ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
計
画
的
に
進
め
ま

す
。
ま
た
、
旧
五
十
嵐
家
に
お
い
て
も
地

域
づ
く
り
活
動
や
教
育
関
係
の
催
し
等
、

様
々
な
取
り
組
み
と
連
携
し
た
利
活
用
を

図
り
、来
館
者

の
増
に
繋
げ
て

ま
い
り
ま
す
。

第
６
次
振
興
計
画
は
町
民
に
寄
り

添
っ
て
い
る
か

町
民
の
満
足
度
を
的
確
に
捉
え
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す

第
６
次
振
興
計
画
（
案
）
の
作
成

が
進
ん
で
い
る
が
、「
目
指
し
ま

す
」「
構
築
し
ま
す
」
と
い
う
文
言
が
多

く
、
進
捗
状
況
が
分
か
り
に
く
い
。
具
体

的
に
出
来
な
い
で
い
る
の
で
は
な
い
か
。

継
続
し
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
と

共
に
、
新
た
な
視
点
と
し
て
計
画

策
定
の
過
程
で
改
め
て
浮
き
彫
り
に
な
っ

た
特
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
追
加
・
再

編
し
「
人
口
減
少
対
策
」「
担
い
手
の
確

保
」「
公
共
交
通
対
策
」「
Ｄ
Ｘ
の
推
進
」

の
四
つ
の
重
点
施
策
を
設
定
し
ま
し
た
。

毎
年
度
の
住
民
満
足
度
調
査
に
よ
り
町
民

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、
施
策
目
標
を
達

成
す
る
為
の
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

こ
れ
も
質
問

問
職
員
の
早
期
退
職
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
や
事
業
実
施
及
び
行
政
運
営
に
影

響
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

地
域
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
取

組
で
、
地
域
の
活
性
化
を
促
進
す

る
た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
の
考
え

を
伺
う
。町

の
魅
力
を
町
民
の
皆
さ
ま
と
共

有
し
な
が
ら
磨
き
上
げ
、
発
信
す

る
地
域
ニ
ー
ズ
等
を
的
確
に
捉
え
、
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
し
ぼ
っ
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

を
展
開
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

「
ず
っ
と
住
み
続
け
た
い
町
」「
行
っ
て
み

た
い
町
」
と
興
味
と
好
感
を
持
っ
て
い
た

だ
け
る
取
組
み
を
通
し
、
一
人
で
も
多
く

「
会
津
坂
下
町
の
フ
ァ
ン
」
を
獲
得
し
、

交
流
人
口
・
関
係
人
口
に
繋
げ
て
い
く
こ

と
で
、
地
域
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

 

当
町
の
玄
関
口
・
出
口
に
、
町

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
看
板
設
置
し
て

は
。

多
く
の
観
光
客
に
立
ち
寄
っ
て
も

ら
う
為
に
も
、
分
か
り
や
す
く
印

象
が
残
る
案
内
看
板
の
設
置
は
有
効
で
す
。

「
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
」
を
作
成
し
観
光
案

内
看
板
に
も
活
用
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

道
の
駅
あ
い
づ
湯
川
・
会
津
坂
下

の
運
営
は

指
定
管
理
制
度
に
よ
り
、
株
式
会

社 

湯
川
・
会
津
坂
下
に
委
託
し
て

お
り
ま
す

利
用
者
・
従
業
員
の
声
を
活
か
し

た
運
営
に
つ
い
て
伺
う
。

お
客
様
の
声
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
口
コ
ミ
や

日
々
営
業
中
に
直
接
い
た
だ
く
も
の
な
ど

が
有
り
、
農
産
物
出
荷
者
に
は
、
バ
ッ
ク

ヤ
ー
ド
に
意
見
箱
の
設
置
、
ま
た
従
業
員

に
対
し
て
は
各
部
署
リ
ー
ダ
ー
に
よ
り
集

約
さ
れ
、
運
営
に
活
か
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

お
陰
様
で
本
年
開
業
10
周
年
を
迎
え
ま
す
。

事
業
計
画
重
点
目
標
に
掲
げ
る
「
三
方
よ

し
」
の
精
神
で

施
設
利
用
者

か
ら
支
持
が
得

ら
れ
る
よ
う
支

援
し
て
参
り
ま

す
。

問

問

問問

問

答

答

答答

答

点
在
す
る
観
光
資
源
を
活
用
し
た

コ
ー
ス
を
造
成
し
て
い
き
ま
す

「
会
津
坂
下
町
の
フ
ァ
ン
」増
や
す
た
め
、
極
め

て
重
要
な
戦
略
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す

青
あお

木
き

美
み

貴
き

子
こ

 議員

目
め

黒
ぐろ

　克
かつ

博
ひろ

 議員

旧五十嵐家住宅

10 周年を迎えた道の駅

町
に
あ
る
観
光
資
源
の
活
用
を

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
地
域
活
性
を

町
の
魅
力
を
発
掘
せ
よ

Ｐ
Ｒ
方
法
は
無
限
大
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運
営
側
が
当
町
に
興
味
を
持
っ
て

い
る
と
い
う
情
報
が
あ
る
が
、
ど

の
よ
う
な
対
応
を
考
え
て
い
る
か
。

「
水
田
環
境
を
活
用
し
た
リ
ゾ
ー

ト
施
設
」
と
は
、
山
々
に
囲
ま
れ

た
田
園
風
景
に
溶
け
込
む
よ
う
な
佇
ま
い

の
宿
泊
施
設
で
あ
り
「
田
ん
ぼ
に
浮
か
ぶ

ホ
テ
ル
」
と
も
称
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

我
が
町
の
魅
力
を
、
町
内
に
宿
泊
し
て

い
た
だ
き
、
ゆ
っ
く
り
と
楽
し
ん
で
い
た

だ
く
た
め
に｢

水
田
環
境
を
活
用
し
た
リ

ゾ
ー
ト
施
設
」
は
、
非
常
に
有
効
な
施
設

の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
も
誘
致
活
動
を
進
め
て
お
り
ま
す

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
等
と
合
わ
せ
、「
水
田

環
境
を
活
用
し
た
リ
ゾ
ー
ト
施
設
」
に
つ

き
ま
し
て
も
、
積
極
的
に
誘
致
し
て
ま
い

り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

高
速
上
に
バ
ス
停
留
所
を

ま
ず
は
近
隣
市
町
村
と
の
意
見
交
換

を
実
施
し
ま
す

会
津
西
部
の
生
活
圏
拡
大
と
観
光

誘
客
を
目
的
と
し
て
高
速
道
路
上

に
、
バ
ス
停
留
所
を
誘
致
す
る
考
え
は
な

い
か
。

高
速
道
路
上
に
停
留
所
を
設
置
す

る
た
め
に
は
、
東
日
本
高
速
道
路

株
式
会
社
や
国
土
交
通
省
、
福
島
県
、
近

隣
市
町
村
な
ど
関
係
団
体
に
よ
る
協
議
会

を
立
ち
上
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
に
も
、
ま
ず
近
隣
市
町
村
と
停
留

所
設
置
に
関
す
る
意
見
交
換
を
実
施
し
、

そ
の
中
で
利
用
者
の
意
向
調
査
や
費
用
対

効
果
な
ど
も
勘
案
し
な
が
ら
、
設
置
の
可

能
性
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。こ

れ
も
質
問

問
観
光
鉄
道
只
見
線
の
利
活
用
を
会
津
坂

下
に
お
い
て
も
推
進
す
る
た
め
に

問
有
機
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
農
業
振
興

に
つ
い
て
の
提
案

積
極
的
に
誘
致
を
進
め
て
い
き
ま
す

問答

水田環境を活用したホテル
（山形県鶴岡市）

問答

水
田
環
境
を
活
用
し
た
リ
ゾ
ー
ト
施

設
誘
致
の
考
え
は

農
業
資
源
を
観
光
資
源
に

五
い が ら し

十嵐正
まさ

康
やす

 議員

ばんげ未来トーク再始動！
ばんげ未来トーク再始動！

派 遣 依 頼 募 集派 遣 依 頼 募 集
ぜひ私たちと一緒に「ばんげの明るい未来」
について語り合いましょう！皆さんの声を
お聞かせください！

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・
◎申込方法◎

　実施希望日の３週間前までに、議会事務局
へお申し込みください。
　お申し込みの際は、所定の様式に記入して
いただく必要があります。下記HPからダウ
ンロードしていただくか、事務局までお問合
せください。
　会津坂下町議会事務局
　　　　☎８４－１５０７

１．実施期間
令和６年 11月１日～令和７年１月 31日
（土日祝、夜間も可。※年末年始を除く）

２．懇談時間
１時間～１時間 30分程度

３．テーマ
①移住定住　②子育て支援・教育
③産業振興・雇用　④高齢者・障がい者福祉
⑤環境・まちづくり　⑥防災　⑦その他

４．対象
町内在住、在勤、在学の５名以上のグループ

５．経費
無料（※公共施設以外での開催経費は申込者
でご負担ください）
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議会の動き

７
月
26
日
、
庁
舎
見
学
第
２
弾
と
し

て
、
場
所
を
移
転
し
て
建
設
さ
れ
た
、

会
津
美
里
町
役
場
本
庁
舎
及
び
複
合
施

設
と
、
旧
庁
舎
（
高
田
町
役
場
）
跡
地

を
見
学
・
調
査
研
究
し
て
き
ま
し
た
。

庁
舎
を
移
転
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
十
分
な
用
地
が
確
保
で
き
、
新
た

に
用
地
を
取
得
す
る
必
要
も
な
か
っ
た

と
い
う
事
、
迅
速
な
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
き
な

反
対
も
な
く
決
定
さ
れ
た
と
の
こ
と
で

し
た
。

総
工
費
37
億
円
で
、
そ
の
う
ち
約
33

億
円
が
優
遇
措
置
の
あ
る
合
併
特
例
債

を
使
用
し
た
と
い
う
事
で
し
た
。

庁
舎
は
Ｒ
Ｃ
（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
）
造
で
一
部
鉄
骨
造
と
な
っ
て
い
ま

４
月
30
日
に
議
長
か
ら
の
諮
問
を
受

け
、
適
切
な
議
員
報
酬
と
は
な
に
か
、

議
会
運
営
お
よ
び
議
員
の
資
質
向
上
に

関
す
る
検
討
す
べ
き
諸
課
題
は
ど
ん
な

こ
と
か
、
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

《
議
員
報
酬
を
取
り
巻
く
状
況
》

・
昨
年
度
に
開
催
さ
れ
た
町
民
で
構
成

さ
れ
る
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
に
お

い
て
、
議
員
報
酬
を
見
直
す
よ
う
答

申
さ
れ
た
。

・
会
津
坂
下
町
の
議
員
報
酬
は
平
成
９

年
以
降
改
定
さ
れ
て
い
な
い
。

・
全
国
的
に
議
員
の
な
り
手
不
足
が
問

題
と
な
っ
て
い
る
。

・
令
和
６
年
７
月
に
全
国
町
村
議
会
議

長
会
が
、
町
村
議
会
の
議
員
報
酬
の

適
正
化
を
促
進
し
、
首
長
報
酬
の

47
％
を
目
指
す
決
議
を
し
た
。
（
現

在
は
首
長
の
30
％
程
度
）

町
か
ら
議
会
へ
議
論
の
参
考
と
し
て
、

平
成
９
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
の

町
職
員
初
任
給
の
増
加
割
合
を
踏
ま
え
、

一
律
19
・
７
％
増
額
し
て
は
ど
う
か
、

と
示
さ
れ
ま
し
た
。

《
委
員
会
で
の
意
見
》

・
今
が
報
酬
を
上
げ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で

は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

・
若
い
方
な
ど
多
く
の
方
に
議
員
の
な

り
手
に
な
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
は

報
酬
の
増
額
は
必
要
。

・
持
続
可
能
な
議
員
活
動
を
し
て
い
く

た
め
に
も
増
額
す
べ
き
。

・
増
額
と
同
時
に
議
員
の
活
動
を
町

民
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

・
報
酬
も
議
会
の
一
つ
の
権
威
で
あ

り
、
議
長
の
報
酬
は
さ
ら
に
あ
げ
る

べ
き
。

以
上
を
踏
ま
え
、委
員
会
と
し
て
は
、

「
議
長
の
報
酬
は
町
長
の
２
分
の
１
程

度
に
増
額
、
そ
の
他
は
一
律
19
・
７
％

の
増
額
」と
議
長
に
答
申
し
ま
し
た
。

議
員
報
酬
は
、
今
後
町
の
特
別
職
報

酬
審
議
会
で
の
議
論
を
経
て
議
案
と
し

て
議
会
に
提
出
さ
れ
、
決
定
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

議
員
報
酬
の
増
額
を
答
申�

議
会
改
革
特
別
委
員
会

会
津
美
里
町
庁
舎
を
調
査

新
庁
舎
建
設
検
討
特
別
委
員
会

議場は、外からも見えるつくりに
なっていました。

新
庁
舎
見
学 

第
２
弾

ま
た
複
合
施
設
と
し
て
、
じ
げ
ん

ホ
ー
ル
や
図
書
館
が
併
設
さ
れ
て
い
ま

す
。
じ
げ
ん
ホ
ー
ル
は
町
外
か
ら
の
利

用
も
あ
り
稼
働
率
は
高
く
な
っ
て
い
る

そ
う
で
す
。

旧
庁
舎
跡
地
は
、
現
在
利
用
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
今
年
度
中
に
利
活
用
方

法
を
決
定
す
る
た
め
検
討
中
で
あ
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

こ
れ
ま
で
２
回
に
わ
た
り
見
学
・
調

査
し
て
き
た
こ
と
を
基
に
、
議
場
や
議

員
控
室
な
ど
の
議
会
に
関
す
る
機
能
に

つ
い
て
今
後
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

現在（月額）

議　長 299,000円

副議長 242,000円

委員長 227,000円

議　員 221,000円

町　長 796,000円

す
。
内
装
は
積

極
的
に
「
木
」

を
使
用
し
て
お

り
、
大
変
落
ち

着
い
た
印
象
で

し
た
。
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議会の動き

持続可能な議会を
考える

読まれる議会だより
のために

学校給食の“今”を調査！
文教厚生常任委員会

９月２日に町議会議員研修を行いました。講
師は「新潟県立大学准教・田口 一博」先生で、
地方議会の運営を研究されております。
研修内容は「人口減少の中での議会改革」こ

れからの町議会のあり方で、議員の政務活動・
議員定数・議員報酬など、人材確保の為の現実
問題等の研修を受けました。

9月 25 日ニッショーホールで研修をしてき
ました。
何度も全国議会報コンクールで全国 1位に輝
いている埼玉県寄居町議会は、「読まれない議
会だよりに出す意味なし」という編集方針を掲
げているそうです。大変刺激になり、奮起させ
られました。
翌日は読売新聞本社を視察し、活気にあふれ
る記者の姿を拝見し、「丁寧な取材を心がけて
いる」との事でした。大変参考になりました。

知っているようで知らない学校給食
についてお話を伺いました。

地元食材を使用し、旬を取り入れた
献立作りや、アレルギー対応等様々な
努力をされています。

《未来ある子供たちのために…》

①季節を感じられるように。
新鮮でおいしい、栄養たっぷりの地元の食
材、旬の食材を意識した献立作りに努めてい
ます。

②作り手の思いを感じられるように。
生産者が苦労して、愛情をかけて育てた作物
をおいしく調理することに努めています。

③給食が食事のお手本になるように。
給食を食べることで、ごはん中心の「一汁二
菜」という食形態が身につけばいいなと考え
ています。

学校給食に携わってうん十年…。ご縁あって
ここ会津坂下町にお世話になっています。
整備されたオール電化の施設、頼りになるス

タッフに恵まれ、快適に働くことができること
に感謝しています。また、お米をはじめ、野菜
やくだもの、水に空気までおいしい！おかげさ
まで子どもたちと共に成長しています。
子どもたちが大人になった時、どんな形であ

れ、「学校給食」を思い出して、話題にしても
らえたらうれしいです。

会津坂下町立学校給食
センター

栄養士  渡
わたなべ

邊 利
り

恵
え

子
こ

先生
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969-6592 福
島
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坂
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町
字

市
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三
番

甲
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編
集
後
記

暑
い
夏
が
過
ぎ
去
り
、
肌
寒

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
秋
雨
に

耳
を
澄
ま
せ
、
キ
ン
モ
ク
セ
イ

の
香
り
に
癒
さ
れ
な
が
ら〝
今
〟

に
こ
こ
ろ
を
集
中
し
て
い
ま
す
。

あ
ま
り
に
も
、
社
会
や
環
境

の
変
化
が
大
き
く
、
町
政
の
舵

取
り
も
難
し
い
時
代
で
す
が
、

町
と
町
民
、
そ
し
て
議
員
が
み

ん
な
で
知
恵
を
出
し
合
っ
て
町

を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

議
会
の
広
報
活
動
に
も
精
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

�

（
五
十
嵐
孝
子
）

広
報
広
聴
特
別
委
員
会

　
　
委
員
長
　
山
口
　
　
享

　
　
副
委
員
長
　
目
黒
　
克
博

　
　
委
　
　
員
　
五
十
嵐
孝
子

　
　
委
　
　
員
　
物
江
　
政
博

　
　
委
　
　
員
　
佐
藤
　
宗
太

みんなのひろば

健康づくりと生活に役立つ内容を毎週お届けして
います。

会員は 50 代から98 歳まで、約 90 人で、…とて
も楽しい、体調がよくなる、長く続けている、生き
がいだ、ずっと続けたい、といった感想をいただい
ています。

ぜひ一度、体験においでください。お待ちしてい
ます。

毎週開催しています♪（有料）

水
①中央公民館 午前10時～11時30分

②中央公民館 午後1時～2時30分

金 ③八幡コミセン 午後1時20分～2時50分

会場予約の関係で、曜日が変わることがあります

ヘルスメイク
教室

ヘルスメイクの「メイク（meiic）」は、音楽
（M）、運動（E）、指導（I）を統合（I）したケア（C）
を表していて、心身を元気にする新しい運動
スタイルだそうです。
教室の様子を五十嵐孝子委員が取材しました。

ばんげの「いい顔」みぃつけた！

おれたち90歳以上、毎週楽しみだ！おかげで体調も気分もいい♪おれたち90歳以上、毎週楽しみだ！おかげで体調も気分もいい♪

バーチャルツアーはいい♪バーチャルツアーはいい♪（左：鶴ヶ城夜桜、右：尾瀬）（左：鶴ヶ城夜桜、右：尾瀬）

七夕飾りを作って、歌った♪　七夕飾りを作って、歌った♪　 飾ってもらいました飾ってもらいました （左：中央公民館、右：八幡コミセン） （左：中央公民館、右：八幡コミセン）

問合せ  　小池 ☎080-1824-9752　　米畑 ☎090-7797-7372


